
　　　　

令和8 年 2 月 10 日

9 時 30 分から 17 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語

コミュニケーション

人間関係

社会性

主な行事等

○季節行事：お花見、野菜の苗植え・収穫、夏祭り、運動会、クリスマス会、節分、卒業生の送別会

○施設外活動：公共施設・工場見学、商業施設での買い物、公共交通機関の利用体験

○食育活動：季節に応じたお菓子作り体験、収穫した野菜の実食・調理体験

家族支援

○子供の発達状況や特性の理解に向けた相談援助を行い、家庭と連携しての支援

に努めます

○家族のレスパイトの時間確保や就労等による預かりニーズに対応し、延長支援

や食事の提供等を行います
移行支援

○関係者や関係機関との連携を図り、支援体制を整えます

○ライフステージの切り替えを見据えた、将来的な移行に向けた準備

を支援します

○移行先との調整や、受入れ体制を作る協力を行います

地域支援・地域連携

○地域の関係機関との情報共有を図り、支援体制のネットワークを構築します

○学校の送迎時に、当日の様子等を確認して支援に反映します 職員の質の向上

○勉強会やケース会議の実施をして、全体のスキル向上を図ります

○施設外研修や資格取得の為の情報収集、職員の派遣を行います

○各種マニュアルの策定と、従業者への周知徹底を図ります

支　援　内　容

○健康状態の把握や維持、基本的な生活スキルの習得、及び生活リズムの形成についてサポートします

○医療的ケアが必要な児童に対し、医療的ケアの目的や具体的手法について十分な情報収集を行い、医師の指示に基づき適切にケアを提供する体制を作ります

○意思表示が困難な児童の発達過程、及び障害特性に配慮し、小さなサインから心身の状態に気付ける様にきめ細かく観察します

○食育として野菜栽培やクッキング活動を行い、季節感や料理に対する興味を広げて食に対する関心を持てる様にします

○自力による身体移動や歩行・車椅子等、日常生活に必要な移動能力の向上の為の支援に取組みます

○障害の状態や年齢・興味関心に合わせて活動を考案し、保有する感覚を十分に活用出来る様に支援します

○パラスポーツ体験やトランポリン・ハンモック等、遊びを通して筋力の維持、及び運動機能向上や運動動作の改善を図ります

本

人

支

援

○視覚・聴覚・触覚等の感覚を使い、認知機能の発達を促します

○感覚や認知の偏り、1人1人の特性に配慮した遊びの提供を行います

○季節に応じた行事や製作活動を行い、季節の変化や四季に沿った習慣等を学ぶ機会を作ります

○使用した玩具や絵本等の片付けを行う事で、物を大切にする事を学んでもらいます

○言葉や言葉以外のコミュニケーション方法を学び、相手の話を理解して自分の思いや意思を表現出来る様に支援を行います

○ジェスチャーや絵カード・コミュニケーションアプリ等を活用し、個々の特性に応じたコミュニケーション方法を考えます

○様々な遊びを通して同世代の子供や職員と関わる中で、言葉や思いの受容と表出を促します

○集団活動や普段の遊びを通して他者との関りを経験し、相手の気持ちや意図を理解して自分の思いや意思を表現出来る様に支援を行います

○施設外活動と通して買い物体験や公共施設等を利用し、人との関りや挨拶・社会のルールを学ぶ機会を提供します

支援方針
就学する児童に対し、授業の終了後又は休業日において、生活能力の向上の為に必要な訓練を行い、また社会との交流を図る事が出来る様にその児童の身体及び精神の状況並びにその置

かれている環境に応じて、適切な支援及び訓練を行うものとする

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念 「感性」「先進」「情熱」時代の要請を的確に把握し、総合力を高めて医療・福祉サービスの提供に先進かつ積極的に取り組む

事業所名 放課後等デイサービス　ピクニック 作成日支援プログラム


